










全体の集計で1990年(平成2年) 5月 1日現在， 41， 347名である。(文部省発
表。毎年 5月 1日付で集計されているが， 1991年(平成3年〉の分は1992年
(平成4年) 1月現在，未発表である)長崎大学の外国人留学生数は1990年5
月 1日現在119名， 1991年5月 1日現在も119名である。長崎県内の外国人留学







バングラデシュの国全体の数は394名， 1 %以下であるが，長崎大学では 8
名， 7%であり，比率の上できわだって多くなっている。
長崎大学における外国人留学生数の推移については表 2のとおりである。こ
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国 全 体 長崎大学 長 自奇 県
中 国 18，063 中 国 38 中 国 92 
(44%) (32%) (38%) 
韓 国 8，050 4口主、 湾 22 L口、 1考 33 
(19%) (18%) t 1')"，;) 
4口二、 湾 6，484 マレーシア 14 マレーシア 25 
(16%) (12%) (10%) 
マレ ー シ ア 1， 544 インドネシア 10 韓 国 21 
(4 %) (8 %) (9 %) 
米 国 1， 180 韓 国 9 フィリピン 16 
(3 %) (8 %) (7 %) 
インドネシア 948 バングラデシュ 8 米 国 15 
(2 %) (7 %) (6 %) 
41， 347 119 245 
(100%) (100%) (100%) 











1990年(平成 2年〕 119 















































































































































































































①ほとんど ②簡買物単なな話ど ③事務知話 ④専あ門る程領域度 ⑤専十分門領域 無答 計
できない 通理解 不明
。 4 15 52 33 4 108 













エヒ①ほと ②買物 ③話事務通 ④領専域門あ ⑤領専域十門 無答 言十んどで など簡 不明きない 単な話 知理解 る程度 分
①ほとんどで 。 3 5 4 4 。16 (15%) きない
②買物など簡 。 。 4 10 3 。17 (ls5'日)単な話
③事務話
D 。 4 12 5 。21 (19%) 通知理解
④専門領域あ 。 1 23 10 2 37 (34%) 
る程度
⑤専門領域十 。 。 l 2 B 12 (11%) 分
無 ヨ日友 。 。 。 l 3 5 (5%) 
不 明








入学~半年後までについて見ると，週 4 日 ~6 日必要とするものが合計30
(入学~半年後での比率40%) で，相当な数となっている。また週 4 日~6 日
は，半年後~1 年後までについて見ても，計13 (半年後~1 年後の中での比率
20%)の回答がある。入学初期の集中的な日本語教育を必要と考える回答が多
いわけである。次にこの表8に見るように，最も希望が集中しているのは，入
学~半年後と半年後~1 年後の，週に 3 日あるいは 2 日である。その数は入




¥¥¥¥¥¥¥¥¥、、 6日 5日 4日 3日 2日 1日 言十
入学 ~半年後 3 14 13 27 15 4 76 
半年後 -1 年後 2 9 2 23 24 日 66 
1年後 -1年半後 。 1 。 10 15 43 
1年半後-2年後 。 1 。 9 14 19 43 
2年後 -2年半後 。 O 。 15 21 37 





















3年2月9日). pp. 2 -9. 同「平成 5年度以降の高等教育の計画整備について
(答申)J.同「大学院の整備充実について(答申)J共に1991年5月17日に答申、『文









育の国際イ七』増補版(玉川大学出版部. 1989年). pp. 272-318. さらに「異文化問




月). ill-3. 日本の大学の印象・評価，及び町一 2. 外国人教員自由記述意見集
(抄訳).及び同プロジェクト「日本の大学教育に関する留学生の意見調査一全国調
査結果の概要 J r大学研究ノート』第52号(1982年2月). II-6. 日本の大学(大
学院)の一般的評価，及びlV-4. 留学生の自由記述意見集.日本の大学教育，教
員，学生について，の項。







渡辺文夫編『異文化へのストラテジー:国際化の時代と相互発展~ (川島書庖. 1991 
年)所収の諸論文などを参照されたい。
- 251一
8. Dov Ronen， The Quest jor Selj-Determination， (New Haven Yale 
Univ巴rsityPress， 1979)， p. 9.訳は筆者。彼は同じ趣旨のことを日本語版序文の中
で繰り返している。ダヴ・ローネン著，浦野起央・信夫隆司訳『自決とは何か.ナ
ショナリズムからエスニック紛争へ(万水書房， 1988年)， pp. xii， 14参照。
9.米間ジュリ「日本とドイツの若者の国際化に対する意識や態度についてJW海外事
情研究~ (熊本商科大学海外事情研究所)第19巻第 l号C1991年12月)， pp. 1一10.











DE: 現代の高等教育~ 1989年10月号， p.46-49. 
12. 留学生教育の理念、確立と組織化の重要性については，志柿光浩・粛藤寛「国際教育
交流の理念と組織化:米国のモデルはどこまで長崎大学に適用可能か」長崎大学外国
人留学生指導センター『日本語・日本文化教育の理念、と組織化に関する研究報告書
( j反題)~ C1992年3月刊行予定)所収でも論じているので参照されたい。
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